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1

第３章１　ライ
フステージに
応じて楽しむ
生涯スポーツ
の推進

(2)子どもの
スポーツ機会
の充実

②運動部活
動の充実

主な取組内
容

・学校の運動部等部活の一般指導者への推進については、指導する人は競技等の経験者が多
いと思いますが、成長時期にある子供達を指導する体制として保健的なこと、メンタル的な事、
広く思いやれる体制であって欲しいと思います。

　学校部活動における部活動指導員の配置については、平成30年の導入開始から、配置数を
着実に増やしているところです。その任用に際し、部活動指導員に対して、学校教育について理
解し、適切な指導を行うための研修を行うこととしています。
　学校部活動が、生徒にとって望ましい活動・環境の姿となるよう、部活動指導員を含め、継続し
て指導者に対する研修に取り組んでいくこととしています。 Ｃ （趣旨

同一）
無

2

第３章１　ライ
フステージに
応じて楽しむ
生涯スポーツ
の推進

(4)スポーツ
に関わる多
様な人材の
確保・育成

①地域ス
ポーツを支え
る人材の育
成

主な取組内
容

〇生涯スポーツの普及のため、サークルリーダーの発掘・育成をしてほしい。
・生涯スポーツの普及活動をする種目別協会が捉えるべき重要課題です。

　生涯スポーツの振興については、競技団体や総合型地域スポーツクラブなどの地域スポーツ
団体を対象として、指導者の資格取得支援や研修会等を実施しています。
　また、岩手県広域スポーツセンターのホームページ内の掲示板において、イベントの告知や、
指導者（スポーツリーダー）やボランティアのマッチングなどを行っています。
　今後においても、これらの取組を継続して実施していくことにより、生涯スポーツの振興を進め
てまいります。

Ｃ （趣旨
同一）

無

3

第３章１　ライ
フステージに
応じて楽しむ
生涯スポーツ
の推進

(5)スポーツを
楽しむ環境
の整備

①県有ス
ポーツ施設
のストックの
適正化
②地域ス
ポーツ資源
の有効活用・
利用促進

主な取組内
容

〇生涯スポーツ活動の普及のため、バウンドテニスの活動環境と必要な用具の整備をしてほし
い。
・会場（体育館などですが、一人・一時間 100 円程度で借りられる会場）と用具（人工芝コートを
1 サークル当たり 2 コート位） の確保や、既存グループの若返りと継続を考え、老朽化した危険
な用具（人工芝コート）の更新をお願いし たい 。

　県営スポーツ施設については、各施設ごとに利用料金を設定しているところであり、利用者の
利便性向上を図るため、岩手県文化・スポーツ施設予約システムから各施設の空き状況確認や
予約を可能としているところです（一部直接申込が必要な場合があります）。
　なお、県営スポーツ施設では、県が主催する競技会等で使用する用具等の整備を優先的に
行っているところであり、利用者の安全確保のため老朽化した用具等の更新を計画的に実施す
ることとしています。

Ｃ （趣旨
同一）

無

4

第３章２　共
生社会型ス
ポーツの推
進

(1)障がい者
スポーツ等の
推進

②障がい者
がスポーツを
楽しむ環境
の整備

主な取組内
容

地区の共生スポーツ推進として、障がいのある人も参加できる様相談しますが、運営スタッフが
少ないため、障がいのある人の補助（助勢）が必要となると運営が難しい面があります。（ボラン
ティアスタッフを揃える必要有り）

　障がい者のスポーツ環境整備については、障がいのある方もない方も身近な地域においてス
ポ―ツに親しむことが大切だと考えており、パラスポーツ指導員の育成等に取り組んでいます。
　また、県としてもイベントを開催する際には、スポーツボランティアを募りイベントを実施するとこ
ろであり、引き続き、だれもがスポーツを楽しめる環境の整備に取り組んでまいります。

Ｃ （趣旨
同一）

無

意見検討結果一覧表
（案名：「第２期岩手県スポーツ推進計画」素案についての意見募集）

様式第１号（第９関係）


